
番組審議委員会議事録 

株式会社 衛星劇場 

 

１．開催年月日       平成 15年６月２５日（月）１２：００～１３：００ 

 

２．開催場所         株式会社 衛星劇場 会議室 

 

３．委員の出席       委員総数  7名 

                     出席委員数７名 （山内静夫、堀江ミエ子、伊藤信太郎、 

田中康義、品田雄吉、小山觀翁、中村芝翫） 

 

４．放送事業社側出席       7名 （石川富康[代表取締役・社長]、工藤泰之[専務取締役]、

山崎克己[取締役・編成担当]、中川滋弘[製作部長]、深

田誠剛[編成部長]、尾崎誠[編成次長]） 

 

５．議事の概要 

・衛星劇場及びホームドラマチャンネルの現状報告 

・その他 

 

６．議事内容 

    現状報告 

・衛星劇場及びホームドラマチャンネルの現状 

・上記加入者に関する分析の報告 

 

    今後の放送予定と出資作品 

・衛星劇場の出資作品の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（議事詳細） 

石川社長  ：本日はお忙しい中、お集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

では、衛星劇場の現状から説明させていただきます。 

毎月 100 タイトル以上の作品を放送していますが、やはり作品の確保には苦

労しますね。それでも偏見や侮辱など、質の悪い作品はしないように吟味し

て放送しています。韓国映画ですが、『オアシス』という作品に出資しようか

どうしようか検討しております。番組審議委員の先生方にも感想をお聞きし

た作品です。内容は、脳性麻痺の女と務所帰りの男の純愛を描いています。

この脳性麻痺の女性の描き方がどうなのかという所が、悩むところです。監

督は、韓国で先ごろ大臣になった官僚です。そういうこともあって、話題に

なっている作品です。 

 

 

田中委員 ：『オアシス』という作品、とても良い作品でしたね。前回の時にそのお話を伺

って、早速観てみました。クオリティの高い作品ではないでしょうか。こう

いう作品に出資してくことは、衛星劇場にとってもとてもいいことだと思い

ます。 

 

 

堀江委員 ：障害者の女性の演技は、衝撃的でしたが、内容的に差別的なところがあるわ

けではなく、逆に障害者の内面を深く描いた素晴らしい作品だと思いました。

放送は問題ないと思います。 

 

 

石川社長 ：ありがとうございます。そうですね、そういったご意見を伺うと、出資作品

の選別にも力が入ります。さて、スカパーの加入も 297 万世帯ですが、2011

年のデジタル化をみてみないと、本当の意味でのデジタル化はわからないと

思います。東映、東宝などの作品がどんどん出なくなっているので、うちの

作品が先細りしています。1800 円という金額も、下げたいけれど一度下げた

ら歯止めが効かなくなる思いから、下げることができません。でも 6 月の解

約が少しだけ減ったので、ある程度の底まできたのではないかという、楽観

視もしています。 

ホームドラマは、ベーシックで 1 チャンネルの収支は赤字で、衛星劇場の黒

字の部分で食いつないでいる状態です。セットで加入している率が高いので、

頭数で割るとかなり低い収入になっています。 



 

 

山内委員 ：ケーブルサイドとしては、相変わらず苦しい状況は続いています。そういっ

た中で、今後はデジタル化への移行という動きも本格的になってくると思わ

れます。ケーブルとしては、そういった状況を把握した上で、前向きに動い

ていければと思っております。 

 

 

小山委員 ：視聴者の立場からすると、お金に見合った内容を放送していただけると嬉し

いですね。衛星劇場は、リクエストアワーなどの視聴者の方の意見も取りい

れて放送しているので、嬉しく思います。やはりそういったチャンネル作り

はこれからも続けていってもらった方がいいですね。 

 

 

伊藤委員 ：国のあり方、産業のあり方を考え直すことが必要ではないでしょうか。私は、

映画振興法案を勧めております。わが国では映画が高い文化になっていない

のが現状です。個人的にはもっと高いものだと思っておりますが。人材育成、

海外進出、などもっとフォーカスで見ていけばいいと思います。日本映画を

撮るのに、韓国や上海に行くのはおかしいことですよね。自分の国で映画を

撮れないというのも問題だと思います。そういう環境が整っていないのが現

状なんですが。また映画製作費が、どうやって使われていくのかなど、オー

プンにしていくべきこともたくさんあります。監督も、昔の助監督制度のよ

うに現場を経験している人が必要だと思います。今の監督さんは、なかなか

現場での経験を積むことがない人が多いと思います。海外に目を向けていく

ためにも、金融や法のことの知識も必要になってきます。そういう若い人を

育てる環境も整えていかなければいけませんね。 

 

             

石川社長 ：そういった土台作りが必要になってきますね。出資作品に関してお話します

と、放映のための映画を作っているというスタンスは変わっていません。『猟

奇的な彼女』と『火山高』にも出資していますが、『猟奇的な彼女』は、元値

が安いのでかなりの収支を得ることが出来ます。一方『火山高』は、元値が

高く、公開はいまいちヒットしませんでしたが、DVDの売り上げがかなり良

くて、こちらもぺイ出来ると思います。日本映画では、『刑務所の中』、『たそ

がれ清兵衛』もペイは可能な作品です。来年にかけて公開の映画で阪本順治

監督の『クラブ進駐軍』や崔洋一監督の『クイール』にもかなり期待してい



ます。 

 

 

品田委員 ：衛星劇場の出資作品は、いろいろな映画賞でも上位を占めるような作品が多

いですね。今後のラインナップを見てみてもそれは期待できます。いい作品

はやはり観る者の心をうちます。そういった作品をこれからも選んでいただ

きたいですね。 

 

 

石川社長 ：そうですね、作品選別もとても重要になってきています。それが放送へとつ

ながっていきますので、選別にはこれからも力を入れていきたいと考えてい

ます。 

      では、それぞれのチャンネルの今後の予定をお願いします。 

 

 

深田部長 ：８月放送の作品で目玉作品は『赤い陣羽織』です。今回初放送で、特殊な作

品なので、今まで放送する機会がありませんでした。それで今回ビデオマス

ターを作って放送することにしました。公開以来の放映になるので、これを

楽しみにしてくださるお客様もたくさんいるのではないかと、期待していま

す。 

      9月の放送作品では、初放送で平山秀幸監督の『OUT』があります。また『座

頭市』の公開に合わせて、勝新太郎の座頭市シリーズのうち、大映の 18作品

を一挙放送いたします。これもまた目玉になる作品だと思います。 

 

 

尾崎次長 ：ホームドラマチャンネルは、時代劇、現代劇、ドラマを中心に編成をしてお

ります。これから新たに放送していく作品の中には『琴姫七変化』がござい

ます。かなり古い作品ですが、見どころはたくさんあると思います。また、

人気の韓国ドラマですが、視聴者に一番反響が大きいのは、韓国の作品です。

そういった視聴者の声を番組編成にも反映させていきたいと思っています。 

 

 

中川部長 ：このたび、衛星劇場の製作部に参りました、中川です。松竹で映画を作って

まいりましたが、日本映画の製作が枯渇しているのが、今日の状況です。若

い監督が育たない環境があります。というのも、一人で安い給料で働いて、

いざ結婚しようとすると、お金がなくて職を変わらざるを得ない状況になっ



ています。こういったことをクリアしていくことも、映画界が越えなければ

ならないことではないでしょうか？ 

 

 

石川社長 ：今後とも衛星を取り巻く環境は、一段と厳しくなっていきますが、審議委員

の方々の貴重なご意見を活かして、より一層頑張っていきたいと思いますの

で、何卒よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

衛星劇場 番組審議委員会 

 

７．審議期間の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 

 

特になし 

 

 

８．審議期間の答申又は意見の概略を公表した場合におけるその公表内容、方法及び月日 

 

特になし 

 

９．その他の参考事項 

 

特になし 


